
令和７年６月２日 

高度技術利用研究会 会員各位 

公益財団法人 八戸地域高度技術振興センター 

理事長  熊 谷  雄 一 

（理 事 長 印 省 略） 

 

高度技術利用研究会総会開催について（ご案内） 

 

万緑の候、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は高度技術利用研究会の運営につきまして格

別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。さて令和７年度の総会を下記のとおり開催致しますので、ご多用

中とは存じますが、何卒ご出席下さいますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

１．日  時：令和７年７月３日（木）総  会：１３時３０分～１４時００分 

特別講演：１４時１０分～１５時４０分（質疑応答等含む） 

交 流 会：１５時５０分～１６時５０分 

２． 場  所：八戸プラザホテル １階 ブリリアント 

３．内  容：議  事（１）令和６年度活動状況及び令和６年度収支決算、会員・委員の状況について 

（２）役員の改選について 

（３）令和７年度活動計画(案)及び令和７年度収支予算(案)について 

報  告 「高度技術利用研究会」管理事務に関する契約の更新について 

特別講演 株式会社日本政策金融公庫 総合研究所 

中小企業研究第二グループ グループリーダー 藤田 一郎 氏 

            [演題] 生産性向上を図る中小製造業に学ぶ 

─省力化投資と人的資本投資を中心に─（内容は別添参照） 

交 流 会 ・講師および会員・委員並びに会員以外の企業・機関との名刺交換および意見交換

の場として実施致します。お飲み物をご用意しておりますが、お食事やアルコー

ル類の提供はございませんのでご了承ください。 

・交流会費は年会費より負担させて頂きますので不要です。ただし、２人目からは 

５００円をご負担願います。当日はおつりのないようお願いします。 

４．出欠締切：令和７年７月１日（火）１２時００分までに、下記出欠届またはメールアドレス宛に必要事項

をご記入の上送付してください。ご欠席または代理の方に委任される場合は、別添の委任状

を必ずご提出願います。なお会員企業所属社員は代理出席可能ですのでぜひ出席方お願いい

たします。 

５．備  考：会員以外との交流の希望があったことから、講演会より、会員・委員以外の企業・機関様にも

ご案内しております。 

以 上 

 

                 

「高度技術利用研究会 総会」出欠届 

送 付 先：公益財団法人 八戸地域高度技術振興センター（担当:中田）宛て 

送付用法：FAX:0178-21-2119または電子メール:hc21@hachinohe-ip.co.jp 

企業・団体名             （発信者名：        ）℡   -     -       

所属・職名 ご氏名 
出欠（それぞれ該当する方に〇を記入） 

総会 特別講演 交流会 

  出席・欠席 出席・欠席 出席・欠席 

  出席・欠席 出席・欠席 出席・欠席 

途中出席の場合等特記事項がある方はご記入ください                          

（切り取らずそのまま送信ください。） 



＜特別講演内容（予定）＞ 

 

八戸地域企業は大企業、中小企業、業種を問わず人材不足を抱えており、このことが業務においてさまざ

まな影響を及ぼしているとともに、昨今におけるさまざまな経費負担の増加、外的影響等も重なり、今後の

戦略をどのようにかじ取りするか苦慮されております。 

株式会社日本政策金融公庫 総合研究所では、全国の中小企業の現状や問題点についてさまざまな見地から

調査、研究していることから、以上のような現状を鑑み、企業が将来に向けて何に着目し、どういう戦略で

生きる道を見出していけばよいか、八戸地域にも共通する問題を解きほぐす糸口となるポイントを事例とと

もにご紹介いただきます。 

 

内 容 

（１）全国中小企業に関する調査結果からの傾向・分析 

（２）人材不足に関する問題の本質（どういう仕事の人材が欲しいのか、量的、および技能など質的問題など） 

（３）（２）に関し、人材不足の影響、人材育成に関する問題の傾向と分析 

（４）本質的な問題解決のための着目点 

（５）カテゴリー別に分類した他社事例（八戸地域企業の現状に照らした事例など） 

（６）（５）の企業の取組（省人化・省力化）における効果並びに波及効果（以下、一例） 

職人思考再現による若手育成と技能承継、ノウハウの形式知化 

働きたくなる職場、モチベーション 残業の減少、賃金アップ 

品質、生産量の安定化、売上・利益アップ ３K仕事の自動化 

生産管理体制の改善、生産計画が立てやすくなった 

技術レベルの把握および仕事への評価の明確化 

付加価値の高い製品開発、内製化、従業員のリスキリングなど会社の成長に向けた投資 

社内での意識共有、コミュニケーション 

（７）取組のポイントについて（経営者としての判断、現場の意識も含めて） 

（８）政府の取組、昨今の社会情勢などを踏まえた対策やポイントも含め、今後の見通しなど 

（９）日本政策金融公庫の支援の紹介など 

 


